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Abstract: This study aimed to elucidate the environmental factors that determine spatiotemporal fluctuations of 
populations of the freshwater snail Kawanina (Semisulcospira libertina) in two streams in Higashi-Hiroshima City based 
on a field survey using a trap designed for sampling regardless of the individual snail size or sediment. The changes from 
May to November in the semi-natural stream Kadowakigawa were investigated, and the number of individual snails 
captured by traps varied greatly depending on the site throughout the period. Differences in the numbers of captured snails 
could not be explained by differences in water temperature, water flow, BOD, pH, or riverbed materials between sites. 
However, the number of snails tended to be stable, and small individuals (< 3 mm) were frequently captured in the site 
with a stony riverbed. In the Hannogawa, a concrete-lined stream, only a very small number of Kawanina were captured 
by the trap compared to the Kadowakigawa, and only one young snail was captured by the trap during the investigation 
period, so the snail reproduction in this stream was considered to be unsuccessful. Quantitative studies considering the 
size structure of the population are important in assessing the suitability of a stream for the habitat of the snail. The 
“Kawanina trap” can be a useful tool for such research. 
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サイズ 37.5× 37.5 mm）2枚でキャベツの外葉を挟
み，キャベツが外に出ないように周りをビニール紐で
固定し，木の枝（直径 2 cm程度，長さ 30 cm程度）
2本とキャベツを挟んだネットを紐で固定して作成し
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（K3～ K5は 2019年 5月 24日，K1，K2，K6は 2020年 1月 21日撮影）
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調査地点 川幅*(m) 水深*(cm) 河川形態 河道形態 河床材料 備考 
K1 2.0 4.1 平瀬，淵，淀み 蛇行 砂礫 河道内砂州形成，植生で被覆 
K2 1.5 5.4 平瀬，淵，淀み 蛇行 砂礫 植生で被覆 
K3 0.8 4.0 平瀬 直線 砂礫・泥 河道内土砂堆積 
K4 1.6 9.0 平瀬，淵 直線 砂礫 ― 
K5 2.2 9.4 平瀬，淵，ワンド 蛇行 砂礫 河道内植生（木本） 
K6 2.8 17.6 平瀬，淵，ワンド 直線 礫・砂礫 河道内植生（木本，草本） 
 
b）半尾川 
調査地点 川幅*(m) 水深*(cm) 河川形態 河道形態 河床材料 備考 
H0 3.2 3.6 平瀬 直線 コンクリート 
河道内土砂堆積，一部砂州形成， 
河道内植生（草本） 
H1 3.1 7.4 平瀬 直線 コンクリート 河道内土砂堆積 
H2 2.8 3.3 平瀬 直線 コンクリート ― 





H4 3.3 5.1 平瀬 カーブ コンクリート ― 
H5 2.6 5.7 平瀬 直線 コンクリート 河道内土砂堆積 
H6 2.6 4.1 平瀬 直線 コンクリート 河道内植生（草本） 
* H0 を除き全 4 回（2019 年 5 月，7 月，9 月，11 月）の平均値。H0 は 9 月，11 月の平均値。 
表 1　各調査地点の pHと物理環境
図 3　半尾川における各調査地点の様子
（H1~H5は 2019年 5月 21日，H6は 2020年 1月 22日撮影）
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小河川におけるカワニナ個体群の時空間的変動
た。川に設置する際には，重石として花崗岩ブロック








10 mm未満，② 10 mm以上 20 mm未満，③ 20 mm
以上の 3つにわけ，それぞれのサイズクラスごとに
























出は 4月中旬から 5月上旬までの春と 9月中旬から
10月中旬の秋に盛んになるという報告（波部・板垣，
1978）があるので，調査はカワニナの稚貝産出が活






















y = 2.57x - 1.52



















図 4　 a）カワニナトラップ（餌を入れる前）と b）設置
した状態
図 5　カワニナの殻径と殻高の関係（n=135）
2019年 7月 16日に K3で採取したカワニナのデータを元に作成。
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（図 6）。最も多くのカワニナが捕獲された K3では 11
月を除き毎回 20～ 40匹程度のカワニナが捕獲され，
7月には殻径 6.0 mm未満の稚貝 97匹を含む 135匹
のカワニナが捕獲された。次に多く捕獲された K6で
は 10月，11月を除き毎回 30匹以上が捕獲され，9
月 30日には稚貝 14匹を含む 60匹のカワニナが捕獲
された。それに対し K1，K2，K4は継続的にカワニ






















































































































3 mm未満 3 mm以上6 mm未満



















あった 6月 7日（88.5 mm），7月 18日（86.0 mm），
8月 28日（66.0 mm），10月 24日（51.5 mm） の 後
も，K5を除く全ての地点でカワニナが捕獲された
（降水量は気象庁のデータにもとづく　http://www.






の K1～ K4は 17～ 22℃程度で，下流側の K5，K6
は常にそれより約 5～ 6℃高かった（図 7，8，9，



















































































































































































（図 11）。また，殻径 6.0 mm未満の稚貝を確認できた





た H0では 9月に 47匹，10月に 19匹のカワニナが



















































































3 mm未満 3 mm以上6 mm未満






























































角脇川の BODの値は平均 1.3 mg L-1で，季節変化
はあるものの場所による違いはあまりなく（図 8），
環境省の生活環境の保全に係る環境基準（https://
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